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1
（

が
人
物
中
心
に
歴
史
を
記
録
す
る
紀
伝
体
と
い
う
書
法
を

発
明
し
た
こ
と
は
、
中
国
史
書
の
そ
の
後
の
定
型
を
決
め
る
画
期
的
な
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
は
贅
言
を
要
さ
な
い
。
紀
伝
体
に
は
、
社
会
制
度
や
文
化
史
、
自

然
現
象
な
ど
を
記
録
す
る
「
志
」
部
（『
史
記
』
で
は
「
書
」）
や
年
代
を
一
覧

に
し
た
「
表
」
部
な
ど
、
歴
史
を
総
括
的
に
記
録
す
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る

が
、
中
国
に
お
け
る
歴
史
の
意
義
を
明
確
に
定
型
化
し
た
の
は
、
何
と
言
っ
て

も
、「
紀
伝
体
」
の
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
、
人
物
の
伝
記
ご
と
に
叙
述

し
た
「
本
紀
」
と
「
列
伝
」
部
分
を
創
始
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
の
伝
記

を
そ
の
時
代
の
歴
史
的
推
移
の
主
軸
と
し
て
、
次
に
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た
重

要
人
物
の
伝
記
群
を
並
べ
て
、
そ
の
名
誉
と
功
績
を
永
遠
に
記
憶
し
て
い
く
様

は
、
北
極
星
で
あ
る
皇
帝
を
中
心
に
星
辰
が
周
り
を
取
り
巻
い
て
回
っ
て
い
る

姿
を
体
現
し
た
世
界
観
を
映
し
出
し
て
い
た）

2
（

。
こ
う
し
た
歴
史
の
形
式
が
普
遍

の
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
中
国
人
の
歴
史
に
対
す
る
認
識
の

仕
方
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

現
実
主
義
的
思
考
の
志
向
が
強
い
中
国
人
に
と
っ
て
、
そ
の
「
名
」
を
未
来
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永
劫
、
後
世
に
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
永
遠
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
意
味

し
た
。
こ
れ
は
、
人
類
す
べ
て
が
古
代
よ
り
直
面
し
て
き
た
大
問
題
、
死
後
の

世
界
が
い
か
な
る
も
の
か
と
想
像
す
る
よ
り
も
、
死
ん
で
も
な
お
名
前
を
歴
史

に
刻
み
残
し
て
い
く
こ
と
で
、
肉
体
が
朽
ち
て
も
永
遠
に
名
誉
が
生
き
続
け
る

と
い
う
発
想
に
結
び
つ
き
、
死
と
い
う
未
知
な
る
存
在
を
相
克
し
て
い
く
こ
と

に
も
な
り
得
た
。
ま
た
、
祖
先
崇
拝
を
重
ん
じ
る
中
国
人
に
と
っ
て
、
自
分
た

ち
の
先
祖
の
名
前
を
公
式
な
歴
史
に
記
録
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
何
よ
り
も
重

要
な
こ
と
で
も
あ
り
、
紀
伝
体
と
い
う
形
式
は
そ
の
琴
線
に
触
れ
る
も
の
で
、

中
国
文
化
の
営
為
の
中
で
も
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

司
馬
遷
の
「
紀
伝
体
」
の
発
明
で
出
色
な
の
が
、
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た
人

物
を
類
型
化
し
て
載
せ
た
列
伝
群
を
創
始
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
刺
客
列
伝
」、「
循
吏
列
伝
」、「
儒
林
列
伝
」、「
酷
吏
列
伝
」、「
游
俠
列
伝
」、

「
佞
幸
列
伝
」、「
滑
稽
列
伝
」、「
貨
殖
列
伝
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
同
類
列

伝
は
、
時
代
を
代
表
す
る
特
徴
的
な
人
物
群
で
あ
る
た
め
、
時
代
の
趨
勢
を
受

け
、
後
世
に
な
る
と
消
え
て
い
く
も
の
、
あ
る
い
は
新
し
く
登
場
す
る
も
の
が

出
て
く
る
。『
史
記
』
を
受
け
継
い
で
書
か
れ
た
班
固
の
『
漢
書
』
は
、
扱
う

時
代
が
一
部
重
な
る
た
め
、『
史
記
』
の
同
類
列
伝
を
継
承
し
て
い
る
物
が
多

い
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
両
者
の
人
物
評
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
も

の
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
思
想
的
背
景
が
違
う
こ
と
に
よ
る
と

し
ば
し
ば
論
及
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
的
内
容
を
よ
り
深
く
こ
こ
で

考
え
て
い
く
こ
と
は
、
中
国
の
歴
史
叙
述
、
歴
史
認
識
の
特
質
を
闡
明
す
る
こ

と
に
な
り
得
る
と
思
う
。
見
や
す
い
例
と
し
て
、『
史
記
』、『
漢
書
』
の
両
書

に
存
在
す
る
同
類
列
伝
の
う
ち
、「
游
俠
列
伝
」
と
「
貨
殖
列
伝
」
は
、
伝
記

そ
の
も
の
の
記
事
は
班
固
が
司
馬
遷
の
書
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
評
価
に
お
い
て
正
反
対
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
注

目
を
引
く
。
司
馬
遷
が
游
俠
や
貨
殖
を
絶
賛
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
班
固
は

こ
れ
ら
を
全
面
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

列
伝
の
中
で
展
開
さ
れ
る
こ
う
し
た
史
評
は
歴
史
家
の
歴
史
意
識
の
み
な
ら

ず
倫
理
観
を
も
如
実
に
示
し
て
い
る
。
本
論
で
は
、「
貨
殖
列
伝
」、「
游
俠
列

伝
」
に
見
え
る
史
評
に
着
目
し
て
、
紀
伝
体
と
い
う
形
式
が
創
始
さ
れ
た
時
期

に
お
け
る
史
学
の
背
後
に
あ
る
思
想
が
い
か
な
る
倫
理
観
を
考
案
し
て
い
る

か
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、司

馬
遷
の
『
史
記
』）

3
（

は
、
黄
帝
か
ら
漢
の
武
帝
の
時
代
ま
で
の
歴
史
を
綴
っ

た
も
の
で
、
漢
代
に
は
紀
伝
体
で
こ
れ
の
続
き
を
記
そ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
れ
も
言
葉
遣
い
が
卑
俗
す
ぎ
て
到
底
『
史
記
』
を
受

け
継
い
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
と
、
班
固
の
父
彪
は
考
え
た
。
こ
の
中
で
も
優

れ
た
も
の
と
同
時
代
に
評
価
さ
れ
て
い
た
劉
向
や
楊
雄
の
続
編
も
、
偽
朝
で
あ

る
新
王
朝
を
称
え
て
い
る
た
め
、
班
彪
は
自
ら
史
料
を
渉
猟
し
直
し
、『
後
伝
』

六
十
五
篇
を
著
し
た
の
で
あ
る）

4
（

。『
後
伝
』
は
後
に
班
固
が
『
漢
書
』
を
編
纂

し
た
折
に
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
班
固
の
歴
史
観
は
父

彪
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

5
（

。
班
固
は

『
漢
書
』
編
纂
の
意
図
に
つ
い
て
、
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固
以
為
唐
虞
三
代
、
詩
書
所
及
、
世
有
典
籍
、
故
雖
堯
舜
之
盛
、
必
有
典

謨
之
篇
、
然
後
揚
名
於
後
世
、
冠
德
於
百
王
、
故
曰
、「
巍
巍
乎
其
有
成

功
、
煥
乎
其
有
文
章
也
。」
漢
紹
堯
運
、
以
建
帝
業
、
至
於
六
世
、
史
臣

乃
追
述
功
德
、
私
作
本
紀
、
編
於
百
王
之
末
、
廁
於
秦
、
項
之
列
。
太
初

以
後
、
闕
而
不
錄
、
故
探
篹
前
記
、
綴
輯
所
聞
、
以
述
漢
書
、
起
元
高

祖
、
終
于
孝
平
王
莽
之
誅
、
十
有
二
世
、
二
百
三
十
年
、
綜
其
行
事
、
旁

貫
五
經
、
上
下
洽
通
、
為
春
秋
考
紀
・
表
・
志
・
傳
、
凡
百
篇
。（『
漢

書
』
叙
伝
下
）

と
、『
漢
書
』
の
最
後
で
明
言
し
て
い
る
。
上
古
の
聖
王
の
時
代
に
は
『
詩

経
』・『
書
経
』
と
い
う
経
籍
が
あ
り
、
堯
舜
の
功
徳
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
、
現
王
朝
で
あ
る
漢
朝
の
治
世
は
六
代
皇
帝
ま
で
は
司
馬
遷
（
上

文
で
は
「
史
臣
」）
が
『
史
記
』
に
お
い
て
、
本
紀
と
し
て
古
代
の
百
王
に
続

け
た
が
、
秦
始
皇
や
項
羽
ま
で
そ
の
列
に
加
え
て
し
ま
い
、
太
初
年
間
以
後
は

記
録
な
く
、『
詩
経
』・『
書
経
』
に
当
た
る
も
の
が
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
こ

で
自
ら
漢
朝
一
代
（
高
祖
か
ら
孝
平
帝
、
王
莽
の
誅
殺
ま
で
）
の
十
二
代
、

二
百
三
十
年
、
そ
の
出
来
事
を
ま
と
め
て
、
五
経
の
精
神
で
一
貫
さ
せ
て
、
そ

れ
を
上
下
全
て
に
通
じ
さ
せ
、
本
紀
・
表
・
志
・
伝
と
お
よ
そ
百
篇
に
ま
と
め

た
、
と
班
固
は
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
班
固
は
『
漢
書
』
に
『
詩

経
』・『
書
経
』
の
役
割
を
担
わ
せ
、
史
書
の
叙
述
は
五
経
の
精
神
を
一
貫
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
は
『
漢
書
』
に
儒
家
の
経
典
の
役
割
を
担
わ
せ
た

い
と
い
う
希
望
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
儒
家
の
精
神
を
歴
史
的
な
勧

戒
の
要
と
す
る
と
、『
史
記
』
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
た
他
の
著
作
は
不
十
分

な
出
来
で
あ
り
、
特
に
、『
史
記
』
そ
の
も
の
も
、
班
固
の
批
判
眼
か
ら
す
る

と
、
上
の
例
で
は
秦
の
始
皇
帝
や
項
羽
を
帝
王
の
列
に
並
べ
る
な
ど
満
足
の
い

く
も
の
で
は
な
い
。
儒
家
思
想
の
正
統
観
か
ら
す
る
と
、
帝
位
の
継
承
が
正
統

に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
覇
者
で
、
そ
れ
は
皇
帝
の
伝
記
を
載
せ
る
べ
き
本

紀
で
扱
う
こ
と
は
過
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。

班
固
の
『
史
記
』
評
は
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
の
賛
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

評
価
し
て
い
る
点
と
し
て
は
、

亦
其
涉
獵
者
廣
博
、
貫
穿
經
傳
、
馳
騁
古
今
、
上
下
數
千
載
間
、
斯
以
勤

矣
。（
中
略
）
然
自
劉
向
・
楊
雄
博
極
羣
書
、
皆
稱
遷
有
良
史
之
材
、
服

其
善
序
事
理
、
辨
而
不
華
、
質
而
不
俚
、
其
文
直
、
其
事
核
、
不
虛
美
、

不
隱
惡
、
故
謂
之
實
錄
。（『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
賛
）

と
、
司
馬
遷
が
先
行
史
料
に
依
拠
し
て
上
古
か
ら
天
漢
年
間
ま
で
通
観
す
る
史

書
を
完
成
さ
せ
て
い
る
の
は
労
作
で
あ
る
こ
と
、
劉
向
や
楊
雄
ら
が
そ
の
続
編

を
編
纂
す
る
際
に
改
め
て
司
馬
遷
が
稀
代
の
史
家
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
文
体
が
明
快
で
あ
り
な
が
ら
華
美
で
は
な
く
、
質
実
で
あ
り

な
が
ら
野
暮
っ
た
く
な
く
、
筆
先
は
直
接
的
で
内
容
は
的
確
、
善
美
を
称
揚
し

て
醜
悪
を
隠
さ
な
い
点
を
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
こ
で
班
固
が
評
価
す
る
『
史

記
』
の
文
体
は
、
以
後
の
中
国
史
書
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

『
史
記
』
の
魅
力
的
な
特
徴
の
一
つ
で
、
司
馬
遷
が
史
料
を
宮
廷
の
蔵
書
以
外
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に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク）

6
（

に
よ
っ
て
直
接
地
域
の
古
老
な
ど
か
ら
伝
聞
し
た
話

を
記
録
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る）

7
（

。
こ
う
し
た
素
朴
で
当
時

の
口
語
の
跡
を
残
す
よ
う
な
特
徴
は
す
で
に
上
古
の
時
に
編
ま
れ
た
儒
家
の
経

典
の
文
章
に
も
認
め
ら
れ
、
後
世
の
書
斎
や
編
纂
所
だ
け
で
書
か
れ
た
文
献
と

は
大
き
な
懸
隔
が
あ
り
、
後
の
中
唐
期
に
出
て
く
る
「
古
文
」
復
興
の
思
想
で

は
理
想
と
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
文
章
表
現
が
変
化
し
て
い
く
原
因
も
、
史

評
に
示
さ
れ
る
思
想
の
変
化
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
本
論
で
は
班
固
の
「
司
馬
遷
伝
」
を
辿
っ
て
い
こ

う
。
班
固
は
上
述
の
よ
う
な
『
史
記
』
の
長
所
よ
り
も
辛
辣
な
批
判
の
方
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。

故
司
馬
遷
據
『
左
氏
』・『
國
語
』、
采
『
世
本
』・『
戰
國
策
』、
述
『
楚
漢

春
秋
』、
接
其
後
事
、
訖
于
大
漢
。
其
言
秦
漢
、
詳
矣
。
至
於
采
經
摭
傳
、

分
散
數
家
之
事
、
甚
多
疏
略
、
或
有
抵
梧
。（
中
略
）
又
其
是
非
頗
繆
於

聖
人
、
論
大
道
則
先
黃
老
而
後
六
經
、
序
遊
俠
則
退
處
士
而
進
姦
雄
、
述

貨
殖
則
崇
埶
利
而
羞
賤
貧
、
此
其
所
蔽
也
。（
同
右
）

そ
の
批
判
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、

○
�

儒
家
の
経
書
の
伝
か
ら
の
引
用
は
要
点
を
得
ず
、
矛
盾
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
。

○
�

倫
理
的
な
判
断
基
準
が
儒
家
の
聖
人
の
意
義
に
劣
っ
て
い
る
。
黄
老
思
想

を
六
経
よ
り
重
ん
じ
、
游
俠
を
並
べ
て
紹
介
し
な
が
ら
処
士
を
退
け
て
姦

雄
を
勧
め
、
貨
殖
を
論
じ
る
と
権
勢
や
利
益
を
重
視
し
て
貧
し
さ
を
恥
と

し
て
い
る
こ
と
。

と
い
う
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
具
体
的
に
は
『
春
秋
』
や
『
左
氏

春
秋
』
の
引
用
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
史
料
採
択
や
解
釈
の
仕
方
に
つ
い
て
の
問

題
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
特
に
着
目
し
た
い
の
は
後
者
の
方
で
、
司
馬
遷
が
拠
り

所
と
し
て
い
る
思
想
が
黄
老
思
想
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
游
俠
」
と
「
貨

殖
」
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
点
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
司
馬
遷
が
黄
老
思
想
を
重
ん
じ
て
い
る
例
と
し
て
、
班
固
が
わ
ざ
わ
ざ
具

体
的
に
「
游
俠
」、「
貨
殖
」
の
両
列
伝
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深

い
。
貨
殖
列
伝
で
は
、
そ
の
冒
頭
に

老
子
曰
、「
至
治
之
極
、
鄰
國
相
望
、
雞
狗
之
聲
相
聞
、
民
各
甘
其
食
、

美
其
服
、
安
其
俗
、
樂
其
業
、
至
老
死
、
不
相
往
來
。」
必
用
此
為
務
、

輓
近
世
涂
民
耳
目
、
則
幾
無
行
矣
。

太
史
公
曰
、「
夫
神
農
以
前
、
吾
不
知
已
。
至
若
詩
書
所
述
虞
夏
以
來
、

耳
目
欲
極
聲
色
之
好
、
口
欲
窮
芻
豢
之
味
、
身
安
逸
樂
、
而
心
誇
矜
輓
能

之
榮
使
。
俗
之
漸
民
久
矣
、
雖
戶
說
以
眇
論
、
終
不
能
化
。
故
善
者
因

之
、
其
次
利
道
之
、
其
次
教
誨
之
、
其
次
整
齊
之
、
最
下
者
與
之
爭
。」

（
司
馬
遷
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
）

と
、『
老
子
』
八
十
章
の
「
小
国
寡
民
」
思
想
の
下
り
を
引
用
し
て
い
る
。
要

す
る
に
、
司
馬
遷
は
古
代
の
世
の
中
が
き
ち
ん
と
治
ま
っ
て
い
た
理
想
の
時
代
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を
『
老
子
』
の
思
想
に
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
（
上
文
で

は
「
近
世
」）
に
お
い
て
人
々
の
耳
目
を
塞
い
で
こ
の
理
想
を
行
お
う
と
し
て

も
無
理
で
あ
る
。
神
農
以
前
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
詩
経
』・『
書
経
』

に
描
か
れ
た
堯
舜
時
代
以
降
で
あ
れ
ば
、
五
感
で
美
し
い
も
の
や
美
味
し
い
も

の
を
感
じ
、
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
い
ま
さ
ら

『
老
子
』
の
思
想
で
人
々
を
教
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
よ
く
治

め
よ
う
と
す
る
に
は
そ
の
状
態
の
ま
ま
に
さ
せ
、
利
益
で
人
を
導
き
、
人
々
に

教
え
諭
し
、
社
会
を
調
整
す
る
の
が
よ
く
、
一
番
い
け
な
い
の
は
民
衆
と
争
う

こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
司
馬
遷
は
こ
の
『
老
子
』
的
古
代
社
会
の
実
現
は
難
し
い
か
ら
、

む
し
ろ
諸
産
業
の
発
展
を
促
し
、
金
儲
け
を
肯
定
し
て
、
こ
の
前
言
の
あ
と
そ

の
成
功
者
た
ち
を
紹
介
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
司
馬
遷
が
儒
家
の
経

典
が
描
く
上
古
の
理
想
社
会
で
は
な
く
、『
老
子
』
の
小
国
寡
民
を
理
想
と
し

て
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
大
道
を
論
じ
れ
ば
黄
老
を
先
に
し
、
六
経

を
後
に
す
」
と
班
固
が
批
判
し
た
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
班
固
も

『
漢
書
』
に
貨
殖
列
伝
を
立
伝
し
て
い
る
が
、
最
初
の
概
説
の
と
こ
ろ
に
は
、

司
馬
遷
の
よ
う
に
『
老
子
』
な
ど
引
用
せ
ず
、
徹
頭
徹
尾
儒
家
の
精
神
か
ら
貨

殖
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
十
有
二
世
、
二
百
三
十
年
、
其
の
行
事
を
総
べ
、

旁
ら
五
経
を
貫
き
、
上
下
洽
通
す
」
こ
と
を
旨
に
『
漢
書
』
を
編
纂
し
て
い
る

班
固
は
、
社
会
は
身
分
秩
序
を
保
つ
こ
と
が
最
重
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
を
守

り
そ
れ
以
上
の
利
潤
を
求
め
る
か
ら
世
は
乱
れ
、
ひ
い
て
は
戦
乱
に
ま
で
発
展

す
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
分
不
相
応
な
利
益
を
求
め
て
は
い
け
な
い
と
し
て

い
る）

8
（

。
貨
殖
列
伝
の
概
要
の
と
こ
ろ
で
、
司
馬
遷
と
班
固
は
、
図
ら
ず
も
と
も
に

『
管
子
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
く
。
司
馬
遷
は
「
倉
廩
実
ち
て

礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
り
て
栄
辱
を
知
る
」（
牧
民
篇
）
と
『
管
子
』
の
中
で

も
最
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
道
徳
論
を
挙
げ
、
経
済
や
生
活
が
安
定
し
な
い

と
儒
家
の
尊
ぶ
礼
節
や
栄
辱
は
知
り
得
な
い
と
い
う
考
え
を
自
由
な
経
済
活
動

を
肯
定
す
る
論
拠
と
し
て
い
る
。
一
方
、
班
固
は
『
管
子
』
小
匡
篇
の
内
容）

9
（

を

要
約
し
た
も
の
を
引
用
し
つ
つ
、
儒
家
の
描
く
上
古
の
理
想
の
政
治
に
つ
い
て

語
る
。此

之
謂
也
『
管
子
』
雲
古
之
四
民
不
得
雜
處
。
士
相
與
言
仁
誼
於
閒
宴
、

工
相
與
議
技
巧
於
官
府
、
商
相
與
語
財
利
於
市
井
、
農
相
與
謀
稼
穡
於
田

野
、
朝
夕
從
事
、
不
見
異
物
而
遷
焉
。
故
其
父
兄
之
教
不
肅
而
成
、
子
弟

之
學
不
勞
而
能
、
各
安
其
居
而
樂
其
業
、
甘
其
食
而
美
其
服
、
雖
見
奇
麗

紛
華
、
非
其
所
習
、
辟
猶
戎
翟
之
與
于
越
、
不
相
入
矣
。
是
以
欲
寡
而
事

節
、
財
足
而
不
爭
。
於
是
在
民
上
者
、
道
之
以
德
、
齊
之
以
禮
、
故
民
有

恥
而
且
敬
、
貴
誼
而
賤
利
。
此
三
代
之
所
以
直
道
而
行
、
不
嚴
而
治
之
大

略
也
。（『
漢
書
』
貨
殖
列
伝
）

『
管
子
』
で
は
、
古
の
四
民
は
雑
居
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
士
は
仁
を
語

り
あ
っ
て
交
流
し
、
職
人
は
互
い
に
役
所
で
技
術
を
議
論
し
、
商
人
は
互
い
に

街
で
利
益
財
産
に
つ
い
て
語
り
あ
り
、
農
民
は
互
い
に
田
畑
で
種
ま
き
収
穫
の
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こ
と
を
考
え
、
一
日
専
門
の
こ
と
に
従
事
し
て
、
他
の
こ
と
を
見
て
も
遷
ろ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
父
兄
は
厳
し
く
指
導
し
な
く
て
も
教
え

は
達
成
さ
れ
、
子
弟
は
苦
労
し
な
い
で
学
業
を
成
就
さ
せ
た
、
と
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
そ
の
住
居
に
安
ん
じ
そ
の
仕
事
を
楽
し
み
、
そ
の
食
事
を
美
味
し
い
と

思
い
、
そ
の
服
を
美
し
い
と
思
い
、
き
れ
い
で
華
や
か
な
も
の
を
見
て
も
、
そ

れ
が
習
得
で
き
な
い
こ
と
は
、
異
民
族
の
戎
・
翟
と
于
・
越
が
雑
居
し
な
い
の

と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
欲
が
少
な
く
節
制
さ
れ
、
財
産
が
十
分
で
争
い

が
な
い
。
そ
こ
で
民
衆
の
上
に
立
つ
も
の
は
、
徳
で
導
き
、
礼
で
と
と
の
え
る

か
ら
、
民
衆
は
恥
を
知
り
慎
み
深
く
、
義
理
を
尊
ん
で
利
を
卑
し
く
思
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
上
古
三
代
の
真
っ
直
ぐ
な
道
を
行
い
、
厳
格
に
し
な
く
て
も
天

下
が
治
ま
っ
て
い
た
大
略
で
あ
る
。

『
管
子
』
は
法
家
的
正
確
が
強
い
が
、
内
容
は
儒
家
的
な
も
の
、
道
家
的
な

も
の
も
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
諸
子
の
雑
家
の
内
容
で
、
先
秦
の
多
様

な
思
想
を
包
括
し
て
い
る
の
が
『
管
子
』
で
あ
る）
10
（

。
司
馬
遷
は
現
実
主
義
的
な

法
家
の
発
想
に
近
い
箇
所
を
引
用
し
、
班
固
は
純
儒
家
的
な
思
想
の
部
分
を
取

り
上
げ
て
い
る
の
は
、
両
者
の
史
料
選
択
の
姿
勢
を
如
実
に
示
し
て
い
て
興
味

深
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
経
典
の
精
神
を
中
心
に
据
え
る
班
固
に
と
っ
て
、
金
儲
け

の
奨
励
は
容
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
、
否
定
す
べ
き
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

司
馬
遷
に
と
っ
て
は
、

布
衣
匹
夫
之
人
、
不
害
於
政
、
不
妨
百
姓
、
取
與
以
時
而
息
財
富
、
智
者

有
采
焉
。
作
貨
殖
列
傳
第
六
十
九
。（『
史
記
』
太
史
公
自
序
）

と
い
う
よ
う
に
、
庶
民
が
政
治
を
損
ね
ず
、
人
々
を
妨
害
せ
ず）
11
（

に
時
機
を
見
て

富
を
蓄
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
を
肯
定
し
て
、
貨
殖
は
人
生
の
成
功
譚
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
儒
家
の
班
固
に
と
っ
て
は
、
あ
く

ま
で
も
利
潤
追
求
は
奢
侈
僭
上
の
悪
で
あ
り
、
教
化
を
し
そ
こ
な
い
風
俗
を
大

敗
さ
せ
、
大
乱
を
起
こ
さ
せ
る
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）
12
（

。

班
固
は
上
古
か
ら
現
代
ま
で
存
在
す
る
「
貨
殖
」
に
分
類
さ
れ
る
人
物
群
を

社
会
悪
と
し
て
、
徹
底
的
に
否
定
し
、
社
会
秩
序
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
上
に
示

し
た
よ
う
に
き
ち
ん
と
明
確
に
身
分
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
を
超
え
な
い

社
会
で
、
こ
こ
に
は
言
外
に
古
代
社
会
へ
の
復
帰
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
儒
家
の
経
典
の
精
神
を
歴
史
を
見
る
基
準
と
し
て
い
る
限
り
、
現
王
朝

の
現
状
の
あ
り
方
は
否
定
す
べ
き
存
在
で
、
常
に
古
代
社
会
へ
の
憧
憬
か
ら
そ

の
復
興
を
め
ざ
す
と
い
う
歴
史
観
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
一
方
司
馬
遷

は
、
自
分
の
思
想
の
理
想
を
道
家
思
想
に
据
え
な
が
ら
も
、
こ
の
貨
殖
列
伝
で

は
、
現
代
社
会
に
小
国
寡
民
を
再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
言
い
切
る
。
す

な
わ
ち
、
古
典
が
描
く
理
想
社
会
は
現
在
に
は
応
用
で
き
な
い
の
で
、
現
状
に

合
わ
せ
た
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
逆
に
貨
殖
に
分

類
さ
れ
た
人
々
を
成
功
例
と
し
て
掲
げ
、
貨
殖
と
い
う
行
動
自
体
を
大
い
に
肯

定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
班
固
が
古
代
復
興
を
旨
と
す
る
下
降
史
観
を
基
調
と
し

て
い
る
と
考
え
る
と
、
司
馬
遷
は
逆
に
現
状
を
さ
ら
に
は
そ
の
先
に
あ
る
未
来
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の
可
能
性
を
信
じ
た
発
展
史
観
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
通
り
、『
漢
書
』（
断
代
紀
伝
体
）
は
、
唐
代
以
降
王
朝
編
纂
の
正
史

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
形
式
と
し
て
定
着
し
て
い
き
、
こ
れ
は
前
世
紀
ま
で
息
長

く
宮
廷
の
記
録
の
定
型
で
あ
り
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
王
朝
を
永
続
さ
せ
る
た

め
の
規
範
と
し
て
、
前
王
朝
の
出
来
事
は
そ
の
勧
戒
材
料
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
。
形
式
と
と
も
に
『
漢
書
』
の
歴
史
観
も
受
け
継
が
れ
る
と
な

る
と
、
中
国
の
歴
史
観
は
、
古
典
の
時
代
を
ピ
ー
ク
と
み
な
す
尚
古
主
義
、
復

古
主
義
と
い
う
下
降
史
観
が
主
流
で
あ
り
続
け
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
中

国
の
史
学
は
、
文
献
分
類
上
か
ら
見
て
も
、
経
学
に
属
す
る
一
ジ
ャ
ン
ル
と
み

な
さ
れ
、
六
朝
隋
唐
を
経
て
、
独
立
し
た
学
問
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
く
が
、

実
は
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
中
に
、
す
で
に
儒
家
と
轍
を
異
に
す
る
要
素
が
す

で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』

（
通
史
紀
伝
体
）
も
正
統
な
史
書
ス
タ
イ
ル
と
は
認
め
ら
れ
な
く
と
も
、
そ
の

文
章
の
魅
力
は
中
国
知
識
人
た
ち
の
表
現
の
模
範
と
な
り
、
今
日
ま
で
長
く
広

く
読
み
つ
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
文
章
表
現
だ
け
で

は
な
く
、
さ
ら
に
は
そ
の
背
後
に
潜
む
歴
史
観
、
倫
理
観
な
ど
も
古
今
の
読
者

を
引
き
つ
け
る
も
の
が
あ
り
、
本
論
で
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
建
前
と
し
て
の
儒
学
倫
理
と
は
別
に
、
貨
殖
列
伝
で
も
垣
間
見
ら

れ
た
儒
学
と
は
違
っ
た
価
値
判
断
基
準
が
中
国
文
化
の
土
壌
に
は
常
に
あ
り
続

け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
章
を
改
め
て
、
司
馬
遷
と
班
固
が
史
実
を

評
価
す
る
際
に
拠
り
所
と
し
た
思
想
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

二
、司

馬
遷
の
『
史
記
』
編
纂
の
動
機
も
、
儒
家
の
経
典
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
父
談
の
死
後
の
太
初
元
年
、
司
馬
遷
は
以
下
の
よ
う
に
誓
う
。

太
史
公
曰
、「
先
人
有
言
、『
自
周
公
卒
五
百
歲
而
有
孔
子
。
孔
子
卒
後
至

於
今
五
百
歲
、
有
能
紹
明
世
、
正
易
傳
、
繼
春
秋
、
本
詩
書
禮
樂
之
際
。』

意
在
斯
乎
。
意
在
斯
乎
。
小
子
何
敢
讓
焉
。」（『
史
記
』
太
史
公
自
序
）

司
馬
遷
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
か
ね
が
ね
父
談
が
言
っ
て
い
た
が
、

「
周
公
旦
が
亡
く
な
っ
て
五
百
年
し
て
孔
子
が
現
れ
、
孔
子
が
亡
く
な
っ

て
ち
ょ
う
ど
五
百
年
目
に
な
っ
た
今
、
よ
く
こ
れ
を
受
け
継
い
で
『
易

経
』
を
正
し
、『
春
秋
』
を
継
承
し
、『
詩
経
』・『
書
経
』・『
礼
記
』・『
楽

経
』
の
境
地
に
基
づ
く
」
こ
と
。
私
の
志
は
こ
こ
に
あ
る
、
志
は
こ
こ
に

あ
る
の
だ
。
私
は
こ
の
使
命
を
他
に
ど
う
し
て
譲
ろ
う
か
、
と
。

と
い
う
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
父
談
の
遺
志
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
は
周
公
旦
・
孔
子

以
来
の
儒
家
の
学
統
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
強
い
信
念
に
よ
っ
て
、『
史
記
』

が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を
見
る
限
り
、
司

馬
遷
と
班
固
の
学
問
的
な
背
景
は
同
質
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
司
馬

遷
自
身
は
、
い
わ
ゆ
る
李
陵
の
禍
に
遭
っ
た
後
、
父
の
遺
志
を
継
ぐ
こ
と
と
と

も
に
、
自
身
の
強
い
信
念
が
芽
生
え
、
自
身
の
思
い
を
強
く
伝
え
よ
う
と
す
る

情
念
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
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「
夫
『
詩
』・『
書
』
隱
約
者
、
欲
遂
其
志
之
思
也
。
昔
西
伯
拘
羑
里
、

演
『
周
易
』、
孔
子
戹
陳
蔡
、
作
『
春
秋
』、
屈
原
放
逐
、
著
『
離
騷
』、

左
丘
失
明
、
厥
有
『
國
語
』、
孫
子
臏
腳
、
而
論
『
兵
法
』、
不
韋
遷
蜀
、

世
傳
『
呂
覽
』、
韓
非
囚
秦
、『
說
難
』・『
孤
憤
』、『
詩
』
三
百
篇
、
大
抵

賢
聖
發
憤
之
所
為
作
也
。
此
人
皆
意
有
所
郁
結
、
不
得
通
其
道
也
、
故
述

往
事
、
思
來
者
。」
於
是
卒
述
陶
唐
以
來
、
至
于
麟
止
、
自
黃
帝
始
。

（『
史
記
』
太
史
公
自
序）
13
（

）

「『
詩
経
』・『
書
経
』
の
意
味
が
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
作
者
の

思
い
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
昔
周
の
文
王

（
西
伯
）
が
羑
里
に
囚
わ
れ
た
時
に
『
周
易
』
を
広
め
た
し
、
孔
子
は

陳
・
蔡
の
地
で
危
機
に
陥
っ
た
時
に
『
春
秋
』
を
編
纂
し
、
屈
原
は
放
逐

さ
れ
て
『
離
騒
』
を
著
し
、
左
丘
明
は
失
明
し
て
『
国
語
』
を
も
の
し

た
。
孫
子
は
脚
を
切
ら
れ
て
『
兵
法
』
を
論
じ
、
呂
不
韋
は
蜀
に
左
遷
さ

れ
て
世
に
『
呂
氏
春
秋
』
を
伝
え
、
韓
非
子
は
秦
に
囚
わ
れ
て
、『
説

難
』・『
孤
憤
』（
そ
れ
ぞ
れ
『
韓
非
子
』
の
篇
名
）
が
世
に
出
た
。『
詩

経
』
三
百
篇
に
収
め
ら
れ
た
詩
篇
は
概
ね
聖
賢
た
ち
の
発
奮
に
よ
り
作
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
み
な
心
に
秘
め
た
強
い
情
念
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
伝
え
る
方
法
が
な
い
中
、
こ
う
し
た
著
述
で
そ
の
思
い
を
述
べ
た

の
だ
。」
そ
こ
で
、
堯
の
時
代
か
ら
武
帝
の
元
狩
年
間
ま
で
の
記
録
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
記
述
は
黄
帝
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
司
馬
遷
が
想
い
を
寄
せ
て
い
る
著
作
は
、『
詩
経
』・『
書
経
』・『
周

易
』・『
春
秋
』
ま
で
は
儒
家
の
経
典
で
あ
る
が
、
後
半
の
『
離
騒
』・『
国

語
』・『
呂
氏
春
秋
』・『
韓
非
子
』
は
史
部
や
諸
子
部
、
集
部
（
文
学
作
品
）
に

分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
も
は
や
儒
家
だ
け
の
精
神
で
は
覆
い
尽
く
せ
な
い
範
囲

に
拡
大
し
て
い
る
。
司
馬
遷
は
著
述
に
当
た
る
に
際
し
、
父
の
遺
業
を
継
ぐ
と

い
う
受
動
的
な
動
機
だ
け
で
は
な
く
な
く
、
人
生
の
苦
難
を
賭
し
て
書
き
綴
ら

れ
て
き
た
古
典
に
共
鳴
し
て
、
自
ら
の
屈
辱
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
奥
深
い
情
念

を
強
い
執
筆
動
機
に
加
え
、
人
間
精
神
の
深
層
に
潜
む
真
実
を
探
り
社
会
の
本

質
を
見
極
め
る
べ
く
、
自
ら
の
思
想
を
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
『
史
記
』
を

書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
父
司
馬
談
も
、
儒
教
一
辺
倒
で
は
な
く
、
諸
子
思
想
の
利
点
を
総
合

的
に
把
握
し
た
思
想
史
観
を
持
っ
て
い
た
。「
太
史
公
自
序
」
の
前
半
は
司
馬

家
の
系
譜
と
父
談
の
事
績
が
綴
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、「
六
家
要
指
」
と
い

う
司
馬
談
の
著
作
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
家
と
は
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・

法
・
道
徳
と
い
う
い
わ
ゆ
る
諸
子
百
家
を
代
表
す
る
学
派
の
こ
と
を
指
す
。
こ

こ
で
司
馬
談
は
、
六
家
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
が
、
と
り
わ
け

道
家
に
つ
い
て
、

道
家
使
人
精
神
專
一
、
動
合
無
形
、
贍
足
萬
物
。
其
為
術
也
、
因
陰
陽
之

大
順
、
采
儒
墨
之
善
、
撮
名
法
之
要
、
與
時
遷
移
、
應
物
變
化
、
立
俗
施

事
、
無
所
不
宜
、
指
約
而
易
操
、
事
少
而
功
多
。（『
史
記
』
太
史
公
自
序
）
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道
家
は
人
に
精
神
を
集
中
さ
せ
、
人
の
行
動
は
形
の
な
い
自
然
の
道
に
合

致
し
て
、
満
足
す
る
気
分
で
い
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
陰
陽
家
の
大
順

に
従
っ
て
、
儒
家
・
墨
家
の
い
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
、
名
家
・
法
家

の
要
を
採
用
し
、
時
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
、
も
の
に
応
じ
て
変
化
し
、

習
俗
を
取
り
決
め
て
行
事
を
実
施
す
る
に
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
な

く
、
要
旨
は
簡
単
で
や
り
や
す
く
、
や
る
こ
と
が
少
な
く
て
も
効
果
は
多

い
。

と
い
う
よ
う
に
、
人
事
を
超
え
た
万
物
の
根
源
た
る
「
道
」
が
、
人
の
精
神
を

自
由
に
無
理
の
な
い
状
態
に
し
て
、
自
然
な
振
る
舞
い
で
簡
単
に
効
果
が
期
待

で
き
る
思
想
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
万
物
の
根
源
か
ら
説
き
明
か
す
思
想
な

の
で
、
陰
陽
・
儒
墨
・
名
法
の
他
の
五
家
の
思
想
と
融
合
し
や
す
い
。
そ
し

て
、
多
様
に
変
化
す
る
考
え
方
な
の
で
、
何
に
で
も
適
応
で
き
る
万
能
な
も
の

と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
五
家
の
思
想
が
そ
れ
ぞ
れ
説
く
と
こ
ろ
も
包
括
し
う
る
思
想
は
道
家
思
想

で
、
人
を
無
理
な
く
修
養
さ
せ
、
さ
ら
に
は
社
会
も
自
然
に
治
ま
っ
た
状
態
に

で
き
る
も
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
司
馬
談
は
、
道
家
こ
そ
が

あ
ら
ゆ
る
思
想
の
根
源
と
な
り
う
る
根
幹
的
な
も
の
で
、
他
の
思
想
は
枝
葉
の

よ
う
な
も
の
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
司
馬
談
は
天
文
学
（
唐
都
に
授
け
ら
れ
る
）、『
易
』
学
（
楊
何
に

授
け
ら
れ
る
）、
道
家
の
説
（
黄
生
に
授
け
ら
れ
る
）
を
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

太
史
公
と
い
う
役
職
は
天
文
観
察
の
記
録
を
司
り
そ
の
政
治
的
意
味
を
分
析
す

る
も
の
で
、
天
文
学
や
儒
家
の
万
物
の
変
化
を
占
う
『
易
』
は
必
須
の
学
問
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
道
家
の
説
を
学
ん
で
い
る
の
は
な
ぜ

で
あ
ろ
う
か
。
史
学
は
、『
春
秋
』
の
史
実
を
毀
誉
褒
貶
し
て
自
ら
の
行
動
の

鑑
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
源
流
を
求
め
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
道
家
と
の
関
係

も
深
い
。『
老
子
』
の
作
者
は
、
司
馬
遷
の
時
代
に
も
特
定
で
き
ず
、
司
馬
遷

は
三
人
の
候
補
を
す
べ
て
老
子
列
伝
の
中
で
紹
介
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一

人
老
耼
は
周
の
宮
廷
図
書
館
を
管
理
す
る
史
官
で
あ
っ
た
と
言
う）
14
（

。
班
固
も
こ

う
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
か
、
道
家
を

道
家
者
流
、
蓋
出
於
史
官
、
歷
記
成
敗
存
亡
禍
福
古
今
之
道
、
然
後
知
秉

要
執
本
、
清
虛
以
自
守
、
卑
弱
以
自
持
、
此
君
人
南
面
之
術
也
。
合
於
堯

之
克
攘
、
易
之
嗛
嗛
、
一
謙
而
四
益
、
此
其
所
長
也
。
及
放
者
為
之
、
則

欲
絕
去
禮
學
、
兼
棄
仁
義
、
曰
獨
任
清
虛
可
以
為
治
。（『
漢
書
』
芸
文
志
）

道
家
は
史
官
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
史
官
は
古
今
の
「
成
敗
」

「
存
亡
」「
禍
福
」
を
記
録
し
た
上
で
、
要
を
と
り
本
を
執
り
、
心
の
清
虚

さ
を
持
っ
て
、
心
の
卑
弱
差
を
保
つ
こ
と
を
君
子
が
国
を
統
治
す
る
術
で

あ
る
と
し
た
。
堯
の
い
う
い
わ
ゆ
る
謙
虚
さ
や
『
易
』
に
見
え
る
天
地
神

人
に
お
け
る
謙
虚
の
道
と
合
致
す
る
こ
と
が
そ
の
長
所
で
あ
る
。
放
埒
な

人
間
が
こ
れ
を
な
す
と
、
礼
学
や
仁
義
を
捨
て
去
ろ
う
と
す
る
。
た
だ
清

虚
な
心
持
ち
に
任
せ
て
い
れ
ば
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
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と
、「
道
家
」
と
い
う
も
の
を
解
説
し
て
い
る
。
君
子
の
心
の
あ
り
方
を
問
題

と
し
て
、
無
為
に
し
て
治
め
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
『
老
子
』
全
篇
に
潜

む
政
治
論
で
、
こ
れ
と
歴
史
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
司
馬
談
が

史
書
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
道
家
思
想
を
そ
の
思
想
の
根
幹
に
据
え

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
班
固
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
の
実
践
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

司
馬
談
に
道
家
の
思
想
を
師
承
し
た
黄
生
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
で

あ
る
が
、『
史
記
』
儒
林
伝
に
そ
れ
と
思
し
き
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
景
帝

の
時
代
、
そ
の
面
前
で
『
詩
経
』
に
造
形
の
深
い
儒
者
轅
固
生
と
聖
王
の
禅
譲

に
つ
い
て
議
論
を
戦
わ
せ
た
。

清
河
王
太
傅
轅
固
生
者
、
齊
人
也
。
以
治
詩
、
孝
景
時
為
博
士
。
與
黃
生

爭
論
景
帝
前
。
黃
生
曰
、「
湯
武
非
受
命
、
乃
弒
也
。」
轅
固
生
曰
、「
不

然
。
夫
桀
紂
虐
亂
、
天
下
之
心
皆
歸
湯
武
、
湯
武
與
天
下
之
心
而
誅
桀

紂
、
桀
紂
之
民
不
為
之
使
而
歸
湯
武
、
湯
武
不
得
已
而
立
、
非
受
命
為

何
。」
黃
生
曰
、「
冠
雖
敝
、
必
加
於
首
。
履
雖
新
、
必
關
於
足
。
何
者
、

上
下
之
分
也
。
今
桀
紂
雖
失
道
、
然
君
上
也
。
湯
武
雖
聖
、
臣
下
也
。
夫

主
有
失
行
、
臣
下
不
能
正
言
匡
過
以
尊
天
子
、
反
因
過
而
誅
之
、
代
立
踐

南
面
、
非
弒
而
何
也
。」（『
史
記
』
儒
林
伝
に
収
め
る
轅
固
生
伝
）

と
、
黄
生
は
道
家
の
立
場
か
ら
、
殷
の
湯
王
と
周
の
武
王
の
い
わ
ゆ
る
禅
譲
と

は
天
命
を
受
け
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
単
な
る
主
君
を
弑
し
た
に
過
ぎ
な
い
と

主
張
し
た
。
儒
家
と
し
て
の
轅
固
生
と
し
て
は
そ
れ
は
容
認
で
き
な
い
も
の

で
、
夏
の
桀
・
殷
の
紂
は
残
虐
非
道
で
あ
っ
た
か
ら
、
湯
王
・
武
王
は
天
下
の

人
々
の
指
示
を
得
て
そ
れ
ら
を
成
敗
し
た
ま
で
で
、
二
人
は
や
む
を
得
ず
王
に

な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
天
命
を
受
け
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
、

と
。
こ
れ
に
対
し
て
黄
生
は
、
冠
は
い
く
ら
古
ぼ
け
て
い
て
も
頭
に
被
り
、
い

く
ら
新
し
い
靴
で
あ
っ
て
も
脚
で
履
く
。
同
様
に
、
上
下
そ
れ
ぞ
れ
分
が
あ

り
、
桀
・
紂
が
た
と
え
道
を
失
っ
て
い
て
も
主
上
で
あ
り
、
い
く
ら
聖
人
の
徳

を
備
え
て
い
て
も
当
時
湯
王
・
武
王
は
臣
下
で
あ
っ
た
。
主
君
が
間
違
え
た
こ

と
に
対
し
て
、
臣
下
は
進
言
し
て
そ
れ
を
正
し
て
天
子
と
し
て
敬
う
こ
と
が
で

き
ず
、
逆
に
過
ち
に
漬
け
込
ん
で
そ
れ
を
処
罰
し
て
し
ま
い
、
自
ら
が
代
わ
っ

て
統
治
者
に
な
る
と
い
う
の
は
、「
弑
し
た
」
で
な
け
れ
ば
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
禅
譲
伝
説
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
儒
家
の
根
幹
を
覆
し
う
る
重
大
な
問

題
で
、
以
後
も
史
学
か
ら
儒
学
へ
突
き
つ
け
て
問
わ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る）
15
（

。

す
で
に
そ
の
先
蹤
と
な
る
議
論
が
、
漢
代
に
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

儒
学
と
史
学
の
本
質
的
な
部
分
を
考
察
す
る
う
え
で
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

黄
生
と
轅
固
生
の
論
争
も
、
こ
こ
で
い
よ
い
よ
核
心
に
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。

轅
固
生
は
反
論
し
て
、

轅
固
生
曰
、「
必
若
所
云
、
是
高
帝
代
秦
即
天
子
之
位
、
非
邪
。」
於
是
景

帝
曰
、「
食
肉
不
食
馬
肝
、
不
為
不
知
味
。
言
學
者
無
言
湯
武
受
命
、
不

為
愚
。」
遂
罷
。
是
後
學
者
莫
敢
明
受
命
放
殺
者
。（『
史
記
』
儒
林
伝
に

収
め
る
轅
固
生
伝
）
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湯
武
禅
譲
が
簒
奪
な
ら
、
秦
の
始
皇
帝
に
代
わ
っ
て
天
子
と
な
っ
た
我
が
王

朝
の
始
祖
で
あ
る
高
祖
も
非
道
だ
と
い
う
の
か
、
と
。
こ
れ
以
上
こ
の
議
論
を

こ
こ
で
続
け
る
と
、
漢
王
朝
の
正
統
性
す
ら
揺
る
ぎ
か
ね
な
い
大
問
題
に
な
る

の
で
、
景
帝
が
「
肉
を
食
べ
て
馬
の
内
蔵
（
毒
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）

を
食
べ
な
い
者
が
い
て
も
、
食
べ
な
け
れ
ば
味
が
わ
か
ら
な
い
と
は
言
わ
な

い
。
学
に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の
で
湯
武
受
命
に
つ
い
て
言
わ
な
い
も
の
も
、

愚
か
者
と
は
言
わ
な
い
」
と
、
議
論
を
打
ち
切
ら
せ
、
そ
の
後
、
学
問
を
す
る

者
は
あ
え
て
受
命
か
放
殺
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
と
言

う
。『
史
記
』
轅
固
生
伝
は
こ
の
文
に
続
け
て
、
道
家
思
想
に
関
す
る
興
味
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
。

竇
太
后
好
老
子
書
、
召
轅
固
生
問
老
子
書
。
固
曰
、「
此
是
家
人
言
耳
。」

太
后
怒
曰
、「
安
得
司
空
城
旦
書
乎
。」
乃
使
固
入
圈
刺
豕
。
景
帝
知
太
后

怒
而
固
直
言
無
罪
、
乃
假
固
利
兵
、
下
圈
刺
豕
、
正
中
其
心
、
一
刺
、
豕

應
手
而
倒
。
太
后
默
然
、
無
以
復
罪
、
罷
之
。
居
頃
之
、
景
帝
以
固
為
廉

直
、
拜
為
清
河
王
太
傅
。
久
之
、
病
免
。（『
史
記
』
儒
林
伝
に
収
め
る
轅

固
生
伝
）

竇
太
后
（
景
帝
の
母
）
が
『
老
子
』
を
愛
読
し
て
い
て）
16
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、
轅
固
生
に
『
老

子
』
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
轅
固
生
は
「『
老
子
』
は
家
人
の
言

に
す
ぎ
な
い
」
と
貶
し
た
た
め
、
竇
太
后
は
「
小
役
人
の
つ
ま
ら
ぬ
法
規

な
ど
読
め
よ
う
か
」
と
怒
り
、
轅
固
生
を
豚
の
檻
に
入
れ
て
刺
し
殺
さ
せ

よ
う
と
し
た
。
景
帝
は
竇
太
后
の
怒
り
を
理
解
し
た
も
の
の
轅
固
生
も
直

言
し
た
に
過
ぎ
ず
罪
は
な
い
の
で
、
轅
固
生
に
鋭
利
な
刀
を
貸
し
た
。
豚

の
い
る
檻
に
降
り
る
と
、
轅
固
生
は
豚
を
刺
し
、
ま
さ
に
心
臓
に
的
中
、

ひ
と
刺
し
で
豚
は
倒
れ
た
。
竇
太
后
は
黙
り
込
み
、
そ
れ
以
上
罰
す
る
こ

と
は
せ
ず
下
が
ら
せ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
景
帝
は
轅
固
生
が
廉
直
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
清
河
王
（
景
帝
の
子
）
の
太
傅
と
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
病
気
を
理
由
に
轅
固
生
は
辞
任
し
た
。

こ
の
轅
固
生
伝
の
話
は
、
当
時
宮
廷
の
中
で
、
前
漢
の
初
期
の
頃
、
特
に
景
帝

の
時
代
に
は
、
儒
家
と
道
家
の
勢
力
は
拮
抗
し
て
お
り
思
想
的
な
対
立
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
宮
廷
に
は
竇
太
后
の
よ
う
な
道
家
の
強
い
信
奉
者
が

お
り
、
皇
帝
も
そ
れ
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
儒
家
も
一
定
の

勢
力
が
あ
っ
た
も
の
の
、
完
全
な
儒
教
一
尊
の
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

儒
者
の
言
う
こ
と
が
絶
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
道
家
の
意
見
も
対
等
に
主

張
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

司
馬
談
は
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
学
問
を
修
め
た
た
め
、『
史
記
』
の

歴
史
観
が
道
家
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
六
家
要
指
で

見
ら
れ
た
よ
う
に
、
前
漢
の
頃
は
、
儒
家
以
外
の
諸
子
の
思
想
も
、
そ
の
学
派

も
書
籍
も
継
承
者
が
お
り
、
学
問
を
志
す
も
の
は
、
一
つ
の
学
派
に
傾
倒
す
る

方
法
の
他
、
司
馬
談
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
縦
断
的
に
学
び
、
そ
し
て
融
合
統
一

化
し
て
い
く
と
い
う
、
学
問
の
総
合
化
を
企
図
す
る
学
風
も
あ
っ
た
。

『
漢
書
』
が
出
来
た
後
漢
と
い
う
時
代
は
、
王
莽
に
よ
り
一
度
滅
ん
で
し
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ま
っ
た
漢
王
朝
の
復
興
の
時
代
で
、『
史
記
』
の
時
代
か
ら
す
る
と
学
問
の
状

況
も
一
変
し
て
い
た
。
後
漢
は
儒
教
一
尊
体
制
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
も
は
や
『
史
記
』
の
よ
う
な
歴
史
観
で
史
書
を
書
く
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
史
記
』
の
根
底
に
あ
る
考

え
方
は
班
固
に
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
思
想
で
、
班
固
は
『
史
記
』
の
続

き
を
引
き
継
ぐ
と
い
え
ど
も
、
こ
う
し
た
精
神
は
一
新
し
て
、
貨
殖
列
伝
の
例

で
見
て
き
た
通
り
、
儒
家
の
精
神
に
改
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

『
漢
書
』
が
正
史
の
典
型
と
定
ま
っ
て
か
ら
は
、
人
物
評
価
の
基
準
は
儒
家

の
徳
目
に
な
っ
て
い
く
が
、
上
述
の
よ
う
に
『
史
記
』
で
は
、
そ
れ
に
と
ら
わ

れ
な
い
人
物
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
、「
游
俠
」
を
例
に
、
史
書
に

お
け
る
人
物
評
価
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

三
、『

史
記
』・『
漢
書
』
双
方
に
掲
載
さ
れ
た
游
俠
列
伝
の
人
物
評
も
、
司
馬
遷

と
班
固
で
は
そ
の
認
識
が
大
い
に
違
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
游
俠
」
と
い
う
人
物
群
は
、「
游
（
遊
に
通
じ
る
）」
は
一
定
の

所
属
や
場
所
に
属
さ
な
い
で
自
由
に
移
動
で
き
る
振
る
舞
い
を
意
味
し
、「
俠
」

は
そ
も
そ
も
「
鋏
」
に
通
じ
る
文
字
で
、
常
に
帯
刀
し
て
い
て
ど
こ
に
も
所
属

し
な
い
素
浪
人
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う）
17
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。

し
か
し
、
司
馬
遷
は
、
先
秦
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
を
知
り
得
な
い
た
め
、
そ

の
元
締
と
な
っ
た
人
物
か
ら
説
き
起
こ
す
。
班
固
も
、『
史
記
』
の
記
事
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
が
、
双
方
の
最
初
の
「
游
俠
論
」
は
大
い
に
趣
を

違
え
て
い
る
。
ま
ず
『
漢
書
』
游
俠
列
伝
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

古
者
天
子
建
國
、
諸
侯
立
家
、
自
卿
大
夫
以
至
于
庶
人
各
有
等
差
、
是

以
民
服
事
其
上
、
而
下
無
覬
覦
。
孔
子
曰
、「
天
下
有
道
、
政
不
在
大

夫
。」
百
官
有
司
奉
法
承
令
、
以
脩
所
職
、
失
職
有
誅
、
侵
官
有
罰
。
夫

然
、
故
上
下
相
順
、
而
庶
事
理
焉
。（『
漢
書
』
游
俠
列
伝
）

と
い
う
よ
う
に
、
班
固
は
、
上
古
聖
王
の
時
代
に
は
、
天
子
、
諸
侯
、
卿
大
夫

と
そ
れ
ぞ
れ
身
分
が
明
確
で
、
下
の
も
の
が
上
の
も
の
を
脅
か
す
よ
う
な
態
度

は
取
ら
ず
、
社
会
秩
序
は
安
定
し
て
い
た
と
説
き
始
め
、
あ
く
ま
で
も
儒
者
の

立
場
か
ら
游
俠
を
批
判
的
に
紹
介
す
る
姿
勢
を
一
貫
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
典

拠
と
し
て
も
『
論
語
』
季
氏
篇
の
「
天
下
に
道
が
定
ま
っ
て
い
れ
ば
、
政
治
は

身
分
が
下
の
大
夫
へ
移
動
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
引
用

し
、
游
俠
の
よ
う
な
世
の
秩
序
を
乱
す
勢
力
は
必
要
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

周
室
既
微
、
禮
樂
征
伐
自
諸
侯
出
。
桓
文
之
後
、
大
夫
世
權
、
陪
臣
執

命
。
陵
夷
至
於
戰
國
、
合
從
連
衡
、
力
政
爭
彊
。
繇
是
列
國
公
子
、
魏
有

信
陵
、
趙
有
平
原
、
齊
有
孟
嘗
、
楚
有
春
申
、
皆
藉
王
公
之
勢
、
競
為
游

俠
、
雞
鳴
狗
盜
、
無
不
賓
禮
。
而
趙
相
虞
卿
棄
國
捐
君
、
以
周
窮
交
魏
齊

之
厄
。
信
陵
無
忌
竊
符
矯
命
、
戮
將
專
師
、
以
赴
平
原
之
急
。
皆
以
取
重
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諸
侯
、
顯
名
天
下
。
搤
腕
而
游
談
者
、
以
四
豪
為
稱
首
。
於
是
背
公
死
黨

之
議
成
、
守
戰
奉
上
之
義
廢
矣
。（
同
右
）

周
の
王
室
が
衰
え
る
と
、
礼
楽
や
征
伐
の
意
向
は
諸
侯
か
ら
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
斉
の
桓
公
、
晋
の
文
公
の
後
、
大
夫
が
実
権
を
握
り
、
陪
臣

が
命
令
を
下
す
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
が
退
廃
し
て
戦
国
時
代
に
な
る

と
、
合
従
連
衡
し
て
武
力
で
政
権
を
争
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
列
国

の
公
子
と
し
て
、
魏
に
は
信
陵
君
、
趙
に
は
平
原
君
、
斉
に
は
孟
嘗
君
、

楚
に
は
春
申
君
が
現
れ
、
王
公
の
勢
い
を
借
り
て
、
競
っ
て
游
俠
を
な

し
、
鶏
鳴
狗
盗
の
輩
さ
え
客
と
し
て
迎
え
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
趙
の
宰
相
虞
卿
は
国
も
主
君
も
捨
て
、
貧
窮
の
魏
齊
の
危
難
を
助
け

た
。
信
陵
君
は
無
忌
の
割
符
を
盗
ん
で
主
君
の
命
令
に
背
き
、
将
軍
を
殺

し
て
軍
隊
を
勝
手
に
操
り
、
平
原
君
の
危
急
を
招
い
た
。
皆
諸
侯
を
重
ん

じ
て
天
下
に
名
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
腕
を
さ
す
っ
て
自
由
に
談
論
し
た

者
は
、
こ
の
四
豪
傑
を
頭
と
し
た
。
そ
こ
で
公
子
に
背
き
私
党
に
殉
じ
る

こ
と
が
成
立
し
、
上
を
奉
る
意
義
を
守
り
抜
く
精
神
は
廃
れ
た
。

と
戦
国
時
代
ま
で
の
游
俠
（
そ
の
元
締
め
）
で
あ
る
四
人
の
豪
傑
の
行
事
を
そ

の
具
体
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
班
固
の
游
俠
断
罪
は
続
く
。

古
之
正
法
、
五
伯
、
三
王
之
罪
人
也
。
而
六
國
、
五
伯
之
罪
人
也
。
夫
四

豪
者
、
又
六
國
之
罪
人
也
。
況
於
郭
解
之
倫
、
以
匹
夫
之
細
、
竊
殺
生
之

權
、
其
罪
已
不
容
於
誅
矣
。
觀
其
溫
良
泛
愛
、
振
窮
周
急
、
謙
退
不
伐
、

亦
皆
有
絕
異
之
姿
。
惜
乎
不
入
於
道
德
、
苟
放
縱
於
末
流
、
殺
身
亡
宗
、

非
不
幸
也
。（
同
右
）

古
の
儒
家
の
正
法
か
ら
す
る
と
、
五
伯
（
諸
説
あ
る
が
、
春
秋
五
覇
と
す

る
と
、
斉
の
桓
公
・
晋
の
文
公
・
宋
の
襄
公
・
秦
の
穆
公
・
呉
の
夫
差
）

は
三
王
（
夏
の
禹
・
殷
の
湯
王
・
周
の
文
王
）
の
罪
人
、
六
国
（
戦
国
の

六
諸
侯
で
、
斉
・
楚
・
燕
・
韓
・
魏
・
趙
）
は
五
伯
の
罪
人
で
あ
る
。
か

の
四
人
の
豪
傑
は
、
六
国
の
罪
人
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
郭
解
の
輩
が
匹
夫

の
低
い
身
分
で
あ
り
な
が
ら
殺
生
の
権
利
を
盗
ん
だ
そ
の
罪
は
誅
罰
を
も

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
温
良
で
広
く
愛
す
る
こ
と
、
困
窮
を
救

い
、
危
急
を
助
け
る
こ
と
、
謙
虚
で
傲
慢
で
な
い
こ
と
、
こ
れ
は
ま
た
絶

異
の
姿
こ
そ
認
め
ら
れ
る
が
、
惜
し
い
か
な
、
道
徳
を
弁
え
ず
、
末
流
に

い
て
好
き
勝
手
に
し
て
い
る
、
一
身
を
滅
ぼ
し
宗
族
ま
で
も
失
う
と
は
、

な
ん
と
も
不
幸
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

儒
者
の
班
固
か
ら
す
る
と
、
食
客
を
囲
う
諸
侯
の
四
豪
傑
も
市
井
の
游
俠
郭
解

も
、
社
会
秩
序
を
乱
す
罪
人
で
あ
り
、
歴
史
に
記
録
す
る
こ
と
で
そ
の
悪
を
暴

く
と
い
う
の
が
、
游
俠
列
伝
の
意
義
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
郭
解
の
長
所
を
、

「
觀
其
溫
良
泛
愛
、
振
窮
周
急
、
謙
退
不
伐
、
亦
皆
有
絕
異
之
姿
」
と
認
め
て

い
る
の
が
注
意
を
引
く
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
司
馬
遷
の
游
俠
観
を
受
け
て
の

叙
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
長
所
を
紹
介
し
な
が
ら
も
最
終
的
に
は
全
面
否
定
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を
し
て
い
る
。
こ
こ
が
、
司
馬
遷
と
決
定
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
司
馬
遷
の
游
俠
観
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。『
史
記
』
游
俠
伝

は
、
法
家
の
『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
の
「
儒
は
文
を
以
て
法
を
乱
し
、
侠
は
武
を

以
て
禁
を
犯
す
」
と
い
う
文
の
引
用
か
ら
説
き
起
こ
し
、
諸
子
の
思
想
を
広
く

見
渡
し
、「
游
俠
」
を
考
察
す
る）
18
（

。
司
馬
遷
も
「
游
俠
」
と
は
『
韓
非
子
』
が

当
時
法
治
国
家
を
乱
す
五
種
類
の
人
物
群）
19
（

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
た
。『
韓
非
子
』
が
掲
げ
る
「
游
俠
」
と
は
、
具
体
名
は
挙
げ

な
い
が
、
国
が
抱
え
込
む
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
食
客
で
、
社
会
的

影
響
力
が
強
く
、
法
治
国
家
を
行
う
た
め
に
は
不
用
な
存
在
で
あ
っ
た
。

先
に
班
固
も
例
示
し
て
い
た
戦
国
時
代
に
食
客
を
数
千
人
も
抱
え
て
い
た
元

締
め
で
あ
る
四
君
、
延
陵
の
季
子
、
孟
嘗
君
、
春
申
君
、
信
陵
君
な
ど
国
王
の

親
族
を
想
定
す
る
の
は
司
馬
遷
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。
司
馬
遷
は
彼
ら
を

「
有
土
卿
相
」
の
游
俠
と
し）
20
（

、
市
井
に
生
き
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
な
人
々
を

「
閭
巷
・
匹
夫
」
の
游
俠
と
し
て
、
漢
初
の
游
俠
と
し
て
、
後
者
の
有
名
人
を

紹
介
し
て
い
る
。
班
固
も
司
馬
遷
が
紹
介
し
た
漢
初
の
朱
家
・
劇
孟
・
郭
解
を

取
り
上
げ
、
萭
章
・
楼
護
・
陳
遵
・
原
渉
な
ど
、
武
帝
以
後
の
游
俠
を
紹
介
し

て
い
る
。

法
家
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
儒
者
の
よ
う
に
仁
義
を
最
優
先
に
す
れ
ば
、
公

法
は
蔑
ろ
に
さ
れ
る
し
、
ま
た
游
俠
の
よ
う
に
武
力
を
重
要
視
す
れ
ば
、
法
秩

序
は
乱
れ
て
し
ま
う
た
め
、
両
者
は
法
治
国
家
を
め
ざ
す
た
め
に
は
排
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
司
馬
遷
は
、『
韓
非
子
』
の
説
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
世
間
的
に
は
儒
者
の
方
が
社
会
か
ら
重
用
さ
れ
歴
史
に
名
を
留
め
る
人
が
多

く
、
游
俠
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
と
考
え
た
。

先
に
引
用
し
た
『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
賛
で
、
班
固
が
「
大
道
を
論
じ
れ
ば
則

ち
黃
老
を
先
に
し
て
六
経
を
後
に
す
る
、
遊
（
游
）
俠
を
序
す
れ
ば
則
ち
退
處

士
を
退
け
て
姦
雄
を
進
む
」
と
言
う
よ
う
に
、
儒
家
的
な
倫
理
観
で
も
、「
游

俠
」
の
「
姦
雄
」
は
退
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
む
し
ろ
「
処
士
」、
す
な
わ

ち
在
野
に
あ
り
な
が
ら
も
儒
家
的
倫
理
観
を
抱
い
て
生
き
て
い
る
人
物
を
称
揚

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、『
史
記
』
游
俠
列
伝
の
冒
頭
の
議
論

を
踏
ま
え
た
批
評
で
あ
っ
た
。『
韓
非
子
』
の
説
に
続
け
て
、
司
馬
遷
は
、
儒

者
と
游
俠
の
生
き
方
を
比
較
す
る
。
ま
ず
、
儒
者
に
つ
い
て
、

及
若
季
次
、
原
憲
、
閭
巷
人
也
、
讀
書
懷
獨
行
君
子
之
德
、
義
不
苟
合
當

世
、
當
世
亦
笑
之
。
故
季
次
、
原
憲
終
身
空
室
蓬
戶
、
褐
衣
疏
食
不
厭
。

死
而
已
四
百
餘
年
、
而
弟
子
志
之
不
倦
。（『
史
記
』
游
俠
列
伝
）

孔
子
の
弟
子
で
あ
っ
た
季
次
と
原
憲
は
市
井
に
あ
り
な
が
ら
、
読
書
し
て

孤
高
な
る
君
子
の
徳
を
思
い
抱
き
続
け
、
そ
の
正
義
は
同
時
代
と
合
わ

ず
、
人
々
の
笑
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
貧
相
な
家
に
薄
汚

い
服
、
粗
末
な
食
事
と
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
亡
く
な
っ
て
四
百
年
後
今

な
お
そ
の
徳
目
を
慕
う
弟
子
は
存
在
し
続
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
処
士
」
で
あ
る
。
儒
家
は
貨
殖
列
伝
で
も
見
て
き
た
通

り
、「
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
」
の
よ
う
な
経
済
活
動
を
軽
ん
じ
て
自
身
が
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習
得
し
て
い
る
学
殖
を
優
先
さ
せ
る
志
向
が
強
い
。
必
ず
し
も
同
時
代
の
実
生

活
と
噛
み
合
わ
な
く
て
も
、
書
物
の
上
で
の
理
想
を
追
い
続
け
る
季
次
と
原
憲

の
よ
う
な
生
き
方
は
儒
者
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
称
え
ら
れ
る
。
儒
者
の
生

き
方
は
、
建
前
と
し
て
重
要
な
も
の
を
一
定
の
形
式
に
当
て
は
め
て
遵
守
し
て

い
く
と
い
う
、
浮
き
世
離
れ
し
た
非
常
に
ス
ト
イ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
儒
者
は
後
世
に
名
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、「
游
俠
」
と
い
う
も
の
を
司
馬
遷
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

今
遊
俠
、
其
行
雖
不
軌
於
正
義
、
然
其
言
必
信
、
其
行
必
果
、
已
諾
必

誠
、
不
愛
其
軀
、
赴
士
之
阨
困
、
既
已
存
亡
死
生
矣
、
而
不
矜
其
能
、
羞

伐
其
德
、
蓋
亦
有
足
多
者
焉
。（『
史
記
』
游
俠
列
伝
）

た
と
え
そ
の
行
為
が
い
わ
ゆ
る
正
義
と
合
わ
な
く
と
も
、
言
っ
た
こ
と
は

信
頼
が
置
け
、
一
旦
引
き
受
け
た
こ
と
は
絶
対
に
実
行
す
る
。
そ
し
て
、

自
分
の
身
を
顧
み
ず
、
他
人
の
苦
難
を
救
う
こ
と
に
奔
走
し
、
生
き
る
か

死
ぬ
か
の
大
事
を
成
し
遂
げ
て
も
、
決
し
て
自
分
の
能
力
を
衒
わ
ず
、
自

分
の
徳
を
自
慢
す
る
こ
と
を
何
よ
り
恥
と
す
る
。

「
そ
の
行
は
正
義
に
軌
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
が
、
韓
非
子
は
も
と
よ
り
班
固

も
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
司
馬
遷
は
そ
れ
を
置
い
て
も
、
そ

の
心
意
気
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し

く
現
代
中
国
人
に
も
通
じ
る
美
徳
で
あ
り
、
白
話
小
説
や
戯
曲
な
ど
民
衆
文
学

で
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
人
情
を
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
中
国
人
の
本
音
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
真
心
で
、
上
述
の
机
上
の
学

問
だ
け
に
専
念
す
る
道
学
者
た
ち
に
も
求
め
ら
れ
る
、
人
と
し
て
の
真
価
で
あ

る
、
と
司
馬
遷
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

自
ら
の
命
を
か
け
て
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
も
自
分
の
善
行
を
誇
ら
な
い
と

い
う
の
は
、
名
を
重
ん
じ
る
儒
教
の
精
神
と
は
逆
行
し
、
む
し
ろ
無
為
無
欲
を

旨
と
す
る
道
家
思
想
に
近
い
。
道
家
は
名
誉
を
残
そ
う
と
す
る
こ
と
を
必
ず
し

も
よ
し
と
し
な
い
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
人
の
足
跡
は
歴
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
司
馬
遷
は
以
下
の
よ
う
に
感
慨
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。

至
如
閭
巷
之
俠
、
脩
行
砥
名
、
聲
施
於
天
下
、
莫
不
稱
賢
、
是
為
難
耳
。

然
儒
・
墨
皆
排
擯
不
載
。
自
秦
以
前
、
匹
夫
之
俠
、
湮
滅
不
見
、
余
甚
恨

之
。

以
余
所
聞
、
漢
興
有
朱
家
・
田
仲
・
王
公
・
劇
孟
・
郭
解
之
徒
、
雖
時
扞

當
世
之
文
罔
、
然
其
私
義
廉
絜
退
讓
、
有
足
稱
者
。

名
不
虛
立
、
士
不
虛
附
。
至
如
朋
黨
宗
彊
比
周
、
設
財
役
貧
、
豪
暴
侵
淩

孤
弱
、
恣
欲
自
快
、
游
俠
亦
醜
之
。
余
悲
世
俗
不
察
其
意
、
而
猥
以
朱

家
、
郭
解
等
令
與
暴
豪
之
徒
同
類
而
共
笑
之
也
。（『
史
記
』
游
俠
列
伝
）

「
閭
巷
」
の
游
俠
は
自
分
の
行
い
に
励
み
名
誉
を
大
切
に
し
た
結
果
、

天
下
に
知
れ
渡
り
、
そ
の
賢
さ
を
称
え
な
い
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
儒
者
や
墨
家
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は
皆
退
け
て
こ
れ
ら
を
典
籍
に
載
せ
て
い
な
い
。
秦
以
前
の
「
匹
夫
」
の

游
俠
は
滅
ん
で
し
ま
っ
て
も
う
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

を
、
私
（
司
馬
遷
）
は
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

私
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
漢
に
は
朱
家
・
田
仲
・
王
公
・
劇
孟
・
郭
解

と
い
う
人
々
が
い
る
。
彼
ら
は
当
時
の
法
律
の
網
を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
た

が
、
自
ら
は
清
廉
潔
白
で
謙
譲
の
美
徳
も
あ
り
、
十
分
称
賛
に
値
す
る
。

名
声
は
意
味
な
く
し
て
立
っ
た
の
で
は
な
く
、
士
人
た
ち
も
意
味
も
な

く
頼
っ
た
の
で
は
な
い
。
朋
党
や
宗
族
が
結
託
し
て
財
を
成
し
貧
し
き
を

労
役
し
、
暴
力
で
身
寄
り
な
き
弱
い
人
々
を
苦
し
め
、
自
分
勝
手
に
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
、
游
俠
は
ひ
ど
く
憎
ん
で
い
た
。
私
は
、
世
間
が
そ
の

真
意
を
理
解
し
な
い
の
を
非
常
に
悲
し
む
。
朱
家
・
郭
解
た
ち
を
み
だ
り

に
「
極
悪
非
道
」
な
輩
と
同
類
に
し
て
笑
っ
て
い
る
の
を
。

も
は
や
游
俠
の
精
神
は
法
や
道
学
先
生
が
説
く
御
高
説
で
は
解
決
で
き
な
い
、

庶
民
の
苦
し
み
か
ら
救
済
す
る
高
邁
な
も
の
で
、
彼
ら
は
勧
善
懲
悪
の
英
雄
で

あ
る
。
司
馬
遷
は
、
こ
う
し
た
庶
民
に
と
っ
て
の
正
義
の
味
方
が
、
学
者
は
も

ち
ろ
ん
世
間
か
ら
正
統
に
評
価
さ
れ
ず
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
非
常
に

残
念
に
思
っ
て
い
た
。
司
馬
遷
は
、
悪
の
見
本
た
る
反
面
教
師
と
し
て
游
俠
を

取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
清
廉
な
美
徳
を
そ
の
名
と
と
も
に
歴
史
に
刻

も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
游
俠
列
伝
立
伝
の
主
旨
と
し
て
、

救
人
於
戹
振
人
不
贍
、
仁
者
有
乎
。
不
既
信
、
不
倍
言
、
義
者
有
取
焉
。

作
游
俠
列
傳
第
六
十
四
。（『
史
記
』
太
史
公
自
序
）

人
を
苦
し
み
か
ら
救
い
人
が
貧
し
い
の
を
助
け
る
こ
と
は
、
仁
者
で
も
あ

る
。
信
頼
を
な
く
さ
ず
、
言
葉
に
背
か
な
い
こ
と
は
。
義
者
も
得
る
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
游
俠
列
伝
を
作
っ
た
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
仁
義
の
徳
と
游
俠
を
同
列
に
並
べ
て
評
価
し
、

後
世
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。

む
す
び

人
物
同
類
列
伝
の
形
式
は
、『
後
漢
書
』
以
降
も
続
い
て
い
く
が
、
こ
の

「
游
俠
」「
貨
殖
」
の
両
列
伝
は
そ
の
後
の
正
史
か
ら
は
姿
を
消
す
。
す
な
わ
ち

前
漢
時
代
ま
で
の
社
会
に
お
い
て
、
特
に
際
立
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
群

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。『
春
秋
』
の
勧
戒
精
神
を
受
け
継
い
で
き
た
中
国
史

学
で
は
、
そ
の
発
祥
か
ら
考
え
る
と
、
史
評
の
基
準
を
儒
学
に
求
め
て
き
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
こ
の
点
は
司
馬
遷
も
班
固
も
同
じ
発
想
を
抱

い
て
い
た
。
し
か
し
、「
游
俠
」「
貨
殖
」
の
班
馬
の
評
価
を
比
較
し
て
み
る

と
、
史
書
の
倫
理
観
は
、
儒
学
に
支
配
さ
れ
続
け
て
い
る
よ
う
に
み
な
さ
れ
る

の
は
建
前
で
、
本
音
と
し
て
は
違
っ
た
価
値
観
が
紀
伝
体
創
始
の
頃
に
は
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

『
史
記
』
が
書
か
れ
た
前
漢
は
、
儒
教
一
尊
体
制
も
ま
だ
完
全
に
徹
底
さ
れ

て
お
ら
ず
、
宮
廷
内
で
も
儒
学
が
必
ず
し
も
絶
対
的
な
地
位
に
は
な
く
、
先
秦
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の
諸
子
の
学
派
も
ま
だ
継
承
さ
れ
続
け
て
き
て
い
た
。『
史
記
』
は
こ
う
し
た

儒
学
の
束
縛
が
ま
だ
強
く
な
い
時
期
の
産
物
で
、
司
馬
談
も
黄
老
の
学
を
学
問

の
中
枢
に
据
え
よ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
人
物
評
価
も

儒
学
の
徳
目
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
司
馬
遷
独
自
の
価
値
観

で
批
評
さ
れ
、「
游
俠
」
や
「
貨
殖
」
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て

い
た
。『
漢
書
』
が
以
後
の
正
史
の
標
準
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

中
国
史
学
や
中
国
の
文
化
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
漢
に
決
定
的
に
な
っ
た
宮
廷
社
会
の
儒
教
一
尊

体
制
は
、
人
物
評
価
、
文
人
士
大
夫
の
生
き
方
を
規
定
す
る
確
固
た
る
尺
度
と

な
っ
て
い
き
、
中
国
社
会
に
お
い
て
儒
学
の
徳
目
は
強
固
な
建
前
と
し
て
築
か

れ
て
い
く
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
も
、
班
固
の
『
漢
書
』

で
刷
新
さ
れ
た
思
想
に
書
き
換
え
る
べ
く
、
そ
の
人
物
評
な
ど
が
一
新
さ
れ
、

上
古
部
分
も
書
き
換
え
よ
う
と
い
う
試
み
も
あ
っ
た
も
の
の）
21
（

、
結
局
は
正
史
の

第
一
を
飾
る
史
籍
と
し
て
、
そ
の
後
も
多
く
の
文
人
を
魅
了
し
な
が
ら
生
き
続

け
て
き
た
。
学
問
と
し
て
の
史
学
は
『
漢
書
』
の
時
代
以
降
、
史
書
を
書
斎
や

史
局
で
書
か
れ
る
も
の
と
し
、
庶
民
生
活
か
ら
史
料
を
採
集
す
る
と
い
う
こ
と

が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
史
評
も
儒
家
の
経
典
以
外
の
諸
子
の
思
想

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
無
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
建
前
の
儒
家
思
想
だ
け
で

は
、
中
国
人
の
信
条
も
倫
理
観
も
語
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
庶
民
生
活
を
生
き
生
き
と
活
写
し
た
文
章
が
生
ま
れ
る
の
は
、
さ
ら

に
下
っ
て
元
代
の
戯
曲
、
明
代
の
白
話
小
説
の
大
衆
文
化
が
開
花
す
る
時
代
ま

で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
統
な
学
問
が
建
前
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く

一
方
で
、「
游
俠
」
や
「
貨
殖
」
の
精
神
を
肯
定
す
る
よ
う
な
、
本
音
の
倫
理

観
も
脈
々
と
士
大
夫
の
精
神
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
儒
家
思
想

だ
け
に
縛
ら
れ
ず
、
多
様
な
諸
子
の
思
想
を
融
和
さ
せ
、
庶
民
の
声
を
直
接
採

集
し
て
叙
述
さ
れ
た
魅
力
あ
る
『
史
記
』
の
文
章
は
、
現
代
の
中
国
人
気
質
も

そ
の
ま
ま
映
し
出
す
鑑
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註 （
1
）�『
史
記
』
一
百
三
十
巻
は
も
と
も
と
『
太
史
公
書
』
と
い
う
名
で
司
馬
談
に
よ
っ
て

書
き
始
め
ら
れ
、
そ
れ
を
息
子
の
遷
が
引
き
継
い
で
完
成
し
た
、
父
子
合
作
の
史
書
で
あ

る
（『
史
記
』
太
史
公
自
序
、『
漢
書
』
司
馬
遷
列
伝
）。
司
馬
遷
個
人
の
歴
史
観
を
考
え
る

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
部
分
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
（
稲

葉
一
郎
「『
史
記
』
の
成
立
」（『
中
国
史
学
史
の
研
究
』
二
〇
〇
六
所
収
））。
こ
こ
で
は
司

馬
遷
個
人
の
歴
史
に
示
さ
れ
た
倫
理
観
を
中
心
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、『
史
記
』
と
い
う

書
物
で
示
さ
れ
た
そ
れ
を
対
象
に
考
え
て
い
く
た
め
、
以
後
編
者
を
示
す
と
き
は
、
司
馬

遷
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
）�『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
二
十
八
宿
環
北
辰
、
三
十
輻
共
一
轂
、
運
行
無
窮
、
輔

拂
股
肱
之
臣
配
焉
、
忠
信
行
道
、
以
奉
主
上
、
作
三
十
世
家
。
扶
義
俶
儻
、
不
令
己
失
時
、

立
功
名
於
天
下
、
作
七
十
列
傳
。
凡
百
三
十
篇
、
五
十
二
萬
六
千
五
百
字
、
為
太
史
公

書
。」
と
あ
り
、
司
馬
遷
自
身
も
北
極
星
を
中
心
に
二
十
八
宿
の
星
座
が
車
輪
の
三
十
の
輻

（
ス
ポ
ー
ク
）
が
中
央
の
轂
（
車
軸
）
に
集
中
す
る
よ
う
な
構
成
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
。

「
三
十
輻
共
一
轂
」
と
い
う
表
現
は
『
老
子
』
十
一
章
か
ら
の
引
用
で
、
司
馬
家
の
家
学
の
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一
つ
は
道
家
思
想
で
あ
り
、
司
馬
遷
も
そ
の
思
想
を
か
な
り
意
識
し
て
歴
史
を
通
観
し
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）�

本
論
で
引
用
す
る
『
史
記
』、『
漢
書
』
は
中
華
書
局
版
、
評
点
本
二
十
四
史
よ
り
引

用
す
る
。

（
4
）�

劉
知
幾
『
史
通
』
外
篇
「
古
今
正
史
篇
」
に
、
以
下
の
通
り
、『
漢
書
』
が
編
纂
さ

れ
た
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「『
史
記
』
所
書
、
年
止
漢
武
。
太
初
已
後
、
闕
而
不
錄
。

其
後
劉
向
・
向
子
歆
及
諸
好
事
者
、
若
馮
商
・
衛
衡
・
揚
雄
・
史
岑
・
梁
審
・
肆
仁
・
晉

馮
・
段
肅
・
金
丹
・
馮
衍
・
韋
融
・
蕭
奮
・
劉
恂
等
相
次
撰
續
、
迄
於
哀
・
平
間
、
猶
名

『
史
記
』。
至
建
武
中
、
司
徒
掾
班
彪
以
為
其
言
鄙
俗
、
不
足
以
踵
前
史
。
又
雄
・
歆
褒
美

偽
新
、
誤
後
惑
眾
、
不
當
垂
之
後
代
者
也
。
於
是
採
其
舊
事
、
旁
貫
異
聞
、
作
『
後
傳
』

六
十
五
篇
。
其
子
固
以
父
所
撰
未
盡
一
家
、
乃
起
元
高
皇
、
終
乎
王
莽
、
十
有
二
世
、

二
百
三
十
年
、
綜
其
行
事
、
上
下
通
洽
、
為
『
漢
書
』
紀
・
表
・
志
・
傳
百
篇
。
其
事
未

畢
、
會
有
上
書
云
固
私
改
作
『
史
記
』
者
、
有
詔
京
兆
收
繫
、
悉
錄
家
書
封
上
。
固
弟
超

詣
闕
自
陳
、
明
帝
引
見
、
言
固
續
父
所
作
、
不
敢
改
易
舊
書
、
帝
意
乃
解
。
即
出
固
、
徵

詣
校
書
、
受
詔
卒
業
。
經
二
十
餘
載
、
至
章
帝
建
初
中
乃
成
。」

（
5
）�

稲
葉
一
郎
「『
漢
書
』
の
成
立
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
四
八
巻
第
三
号　

一
九
八
九

所
収
）
参
照
。

（
6
）�『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
二
十
而
南
游
江
・
淮
、
上
會
稽
、
探
禹
穴
、
闚
九
疑
、

浮
於
沅
・
湘
。
北
涉
汶
・
泗
、
講
業
齊
・
魯
之
都
、
觀
孔
子
之
遺
風
、
鄉
射
鄒
・
嶧
。
戹

困
鄱
・
薛
・
彭
城
、
過
梁
・
楚
以
歸
。
於
是
遷
仕
為
郎
中
、
奉
使
西
征
巴
・
蜀
以
南
、
南

略
邛
・
笮
・
昆
明
、
還
報
命
。」
と
、
二
十
歳
の
と
き
、
大
規
模
な
中
国
視
察
の
旅
行
を
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
実
見
し
た
こ
と
や
直
接
聞
い
た
話
な
ど
が
、『
史
記
』

の
叙
述
に
は
大
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）�

宮
崎
市
定
「
身
振
り
の
文
学
」（『
中
国
文
学
報
』
二
十
冊
一
九
六
五
、四
月
所
収
）

参
照
。

（
8
）�『
漢
書
』
貨
殖
伝
は
「
昔
先
王
之
制
、
自
天
子
・
公
・
侯
・
卿
・
大
夫
・
士
至
於
皂

隸
・
抱
關
・
擊

者
、
其
爵
祿
・
奉
養
・
宮
室
・
車
服
・
棺
槨
・
祭
祀
・
死
生
之
制
各
有

差
品
、
小
不
得
僭
大
、
賤
不
得
逾
貴
。
夫
然
、
故
上
下
序
而
民
志
定
。」
と
儒
家
的
な
社
会

身
分
の
区
別
か
ら
説
き
起
こ
し
、
身
分
の
厳
格
な
区
別
が
社
会
を
安
定
に
導
く
と
一
貫
し

た
考
え
か
ら
、
分
を
超
え
た
過
剰
な
利
潤
を
否
定
し
て
い
る
。

（
9
）�『
管
子
』
小
匡
篇
に
「
管
子
對
曰
、『
士
農
工
商
、
四
民
者
、
國
之
石
民
也
、
不
可
使

雜
處
。
雜
處
則
其
言
哤
、
其
事
亂
。
是
故
聖
王
之
處
士
必
於
閒
燕
、
處
農
必
就
田
壄
、
處

工
必
就
官
府
、
處
商
必
就
市
井
。
今
夫
士
、
羣
萃
而
州
處
、
閒
燕
、
則
父
與
父
言
義
、
子

與
子
言
孝
、
其
事
君
者
言
敬
、
長
者
言
愛
、
幼
者
言
弟
、
旦
昔
從
事
於
此
、
以
教
其
子
弟
。

少
而
習
焉
、
其
心
安
焉
、
不
見
異
物
而
遷
焉
。
是
故
其
父
兄
之
教
、
不
肅
而
成
。
其
子
弟

之
學
、
不
勞
而
能
。』」
と
あ
る
。

（
10
）�『
管
子
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
道
家
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、『
隋
書
』
経
籍
志

で
は
法
家
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
以
後
の
正
史
に
載
る
図
書
目
録
は
す
べ
て
法
家
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。

（
11
）�『
史
記
』
貨
殖
伝
に
「
此
其
章
章
尤
異
者
也
。
皆
非
有
爵
邑
奉
祿
弄
法
犯
姦
而
富
、

盡
椎
埋
去
就
、
與
時
俯
仰
、
獲
其
贏
利
、
以
末
致
財
、
用
本
守
之
、
以
武
一
切
、
用
文
持

之
、
變
化
有
概
、
故
足
術
也
。」
と
あ
り
、
富
を
得
て
目
立
っ
た
人
た
ち
は
、
政
府
か
ら
特

別
に
領
地
を
与
え
ら
れ
た
り
、
法
を
犯
し
て
不
正
に
富
を
得
た
の
で
は
な
く
、
も
の
の
理

法
を
見
抜
き
時
勢
の
流
れ
を
理
解
し
て
利
益
を
獲
得
し
た
と
あ
る
。
司
馬
遷
は
一
定
の
商
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業
倫
理
を
弁
え
た
上
で
貨
殖
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
12
）�『
漢
書
』
貨
殖
伝
に
「
至
於
蜀
卓
・
宛
孔
・
齊
之
刀
間
、
公
擅
山
川
銅
鐵
魚
鹽
市
井

之
入
、
運
其
籌
策
、
上
爭
王
者
之
利
、
下
錮
齊
民
之
業
、
皆
陷
不
軌
奢
僭
之
惡
。
又
況
掘

塚
搏
掩
、
犯
奸
成
富
、
曲
叔
・
稽
發
・
雍
樂
成
之
徒
、
猶
夏
齒
列
、
傷
化
敗
俗
、
大
亂
之

道
也
。」
と
あ
る
。

（
13
）�

こ
の
部
分
は
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
で
は
「
報
任
安
書
」
の
中
に
見
え
る
。
い
わ
ゆ

る
李
陵
の
禍
に
遭
っ
て
発
奮
し
て
『
史
記
』
を
書
い
た
と
い
う
下
り
で
あ
る
。「
古
者
富
貴

而
名
摩
滅
、
不
可
勝
記
、
唯
俶
儻
非
常
之
人
稱
焉
。
蓋
西
伯
拘
而
演
『
周
易
』。
仲
尼
厄
而

作
『
春
秋
』。
屈
原
放
逐
、
乃
賦
『
離
騒
』。
左
丘
失
明
、
厥
有
『
国
語
』、
孫
子
臏
腳
、

『
兵
法
』
修
列
。
不
韋
遷
蜀
、
世
傳
『
呂
覽
』。
韓
非
囚
秦
、『
説
難
』・『
孤
憤
』。『
詩
』

三
百
篇
、
大
氐
賢
聖
發
憤
之
所
為
作
也
。
此
人
皆
意
有
所
鬱
結
、
不
得
通
其
道
、
故
述
往

事
、
思
來
者
。
及
如
左
丘
無
目
、
孫
子
斷
足
、
終
不
可
用
、
退
論
書
策
以
舒
其
憤
、
思
垂

空
文
以
自
見
。
僕
竊
不
遜
、
近
自
托
於
無
能
之
辭
、
網
羅
天
下
放
失
舊
聞
、
考
之
行
事
、

稽
其
成
敗
興
壞
之
理
、
凡
百
三
十
篇
、
亦
欲
以
究
天
人
之
際
、
通
古
今
之
變
、
成
一
家
之

言
。」

（
14
）�『
史
記
』
老
子
韓
非
子
列
伝
に
、「
老
子
者
、
楚
苦
縣
厲
鄉
曲
仁
里
人
也
、
姓
李
氏
、

名
耳
、
字
耼
、
周
守
藏
室
之
史
也
。」
と
あ
る
。

（
15
）�

唐
初
の
史
家
劉
知
幾
は
、
や
な
り
こ
の
禅
譲
伝
説
に
疑
問
を
抱
き
、
当
時
の
史
料
を

駆
使
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
簒
奪
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。『
史
通
』
疑
古

篇
・
惑
経
篇
参
照
。

（
16
）�『
漢
書
』
外
戚
列
伝
上
に
「
竇
太
后
好
黃
帝
・
老
子
言
、
景
帝
及
諸
竇
不
得
不
讀
老

子
尊
其
術
。」
と
あ
り
、
景
帝
や
竇
一
族
は
『
老
子
』
を
必
読
の
書
と
さ
れ
、
そ
の
思
想
を

尊
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）�

宮
崎
市
定
「
游
俠
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
地
理
』
三
十
四
巻
四
・
五
合
併
号

一
九
三
四
所
収
）
参
照
。

（
18
）�『
史
記
』
游
俠
列
伝
の
冒
頭
は
、「
韓
子
曰
、『
儒
以
文
亂
法
、
而
俠
以
武
犯
禁
。』
二

者
皆
譏
、
而
學
士
多
稱
於
世
云
。
至
如
以
術
取
宰
相
卿
大
夫
、
輔
翼
其
世
主
、
功
名
俱
著

於
春
秋
、
固
無
可
言
者
。」
と
始
ま
っ
て
い
る
。

（
19
）�『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
で
は
、
世
を
乱
す
人
物
群
と
し
て
、
学
者
（
儒
者
、
墨
家
の
学

徒
も
含
む
よ
う
で
あ
る
）・
論
客
（
遊
説
家
）・
游
俠
・
商
人
・
工
人
を
五
蠧
（
五
つ
の
害

虫
）
と
し
て
い
る
。

（
20
）�『
漢
書
』
游
俠
列
伝
で
は
、『
史
記
』
游
俠
列
伝
の
内
容
を
受
け
て
、
食
客
を
抱
え
た

四
君
を
挙
げ
る
が
、「
周
室
既
微
、
禮
樂
征
伐
自
諸
侯
出
。
桓
文
之
後
、
大
夫
世
權
、
陪
臣

執
命
。
陵
夷
至
於
戰
國
、
合
從
連
衡
、
力
政
爭
彊
。
繇
是
列
國
公
子
、
魏
有
信
陵
、
趙
有

平
原
、
齊
有
孟
嘗
、
楚
有
春
申
、
皆
藉
王
公
之
勢
、
競
為
游
俠
、
雞
鳴
狗
盜
、
無
不
賓
禮
。

而
趙
相
虞
卿
棄
國
捐
君
、
以
周
窮
交
魏
齊
之
厄
。
信
陵
無
忌
竊
符
矯
命
、
戮
將
專
師
、
以

赴
平
原
之
急
。
皆
以
取
重
諸
侯
、
顯
名
天
下
。
搤
腕
而
游
談
者
、
以
四
豪
為
稱
首
。
於
是

背
公
死
黨
之
議
成
、
守
戰
奉
上
之
義
廢
矣
。」
と
、
周
の
礼
楽
が
廃
れ
た
春
秋
・
戦
国
時
代

は
諸
侯
勢
力
が
王
を
圧
倒
し
て
社
会
秩
序
を
見
出
し
た
悪
い
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）�『
晋
書
』
司
馬
彪
伝
に
「
初
、
譙
周
以
司
馬
遷
『
史
記
』
書
周
秦
以
上
、
或
采
俗
語

百
家
之
言
、
不
專
據
正
經
、
周
於
是
作
『
古
史
考
』
二
十
五
篇
、
皆
憑
舊
典
、
以
糾
遷
之

謬
誤
。」
と
い
う
よ
う
に
晋
の
散
騎
常
侍
で
あ
っ
た
譙
周
が
周
以
前
の
記
事
に
つ
い
て
、
司

馬
遷
が
俗
語
や
諸
子
の
言
説
か
ら
採
用
し
て
儒
家
の
経
典
に
依
拠
し
て
い
な
い
た
め
、『
古

史
考
』
二
十
五
篇
を
書
い
て
、
経
典
に
寄
り
な
が
ら
司
馬
遷
の
誤
り
を
正
し
た
と
あ
る
。
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